
中華人民共和国

浙江工商大学
Zhejiang Gongshang University

●学部・大学院生 26,690人 ●教職員 2,100人 ●留学生 約600人
ホームページ http://www.zjgsu.edu.cn

交流協定締結年月日：2012年5月7日 主管学部：農学部

大学はその前身である杭州中等商業堂として1911年に創立されて以来、管理学、経済学、工学、文学、法学、理
学等の9学部を持つ大学に発展している。学部間交流協定を締結時には杭州商学院と呼ばれ、その名称に地域産業、経
済との関わりの深さを見ることができる。2004年5月に浙江工商大学となり、同大学の食品、生物工程学院(学部に
相当)も産業を支える基礎学部として位置づけられている。現在、食品と生物工程研究所をはじめ50の研究所が設置
され、地域産業、研究の活性化に貢献している。学生らは杭州市郊外の経済技術開発区にある、約70万平方メートル
の新キャンパスで勉強している。国内トップ100に入る大学に急成長している。

国際交流の特色

浙江工商大学正門 学生の研究発表会風景 浙江工商大学学生の参加 市の中心にある西湖

交流実績（令和２年度～令和４年度）

年度
受入・派遣

Ｒ2 R３ R４

学生の受入 0 １ 0

学生の派遣 0 0 0

教員の受入 0 0 0

教員の派遣 0 0 0

オンライン交流参加者（本学） 1 8 2

オンライン交流参加者（相手機関） 1 8 202

農学部教員からの声

杭州は2200年の歴史があり、呉越国や南宋王朝の時代の首都で
ある。また13世紀の旅行家マルコポーロが「世界で最も美しく華
やかな都市」と誉め讃えているように、西湖を中心に人口380万
人余りが住む、美しい文化都市が形成されている。

2014年、旧キャンパスからすべての学部が新キャンパスに移動
した。市内各地域に地下鉄が延びており、インフラは完成に近づい
ている。新キャンパスは14大学、総勢20万人からなる大学街を形
成している。

杭州市周辺は、龍井茶の産地で、中国茶葉博物館がある。また、
紹興酒の故郷、紹興市も近く、漢方薬生産の歴史の分かる、胡慶餘
堂中薬博物館を市内に残す。中国では機能性食品の研究開発が盛ん
で、医食同源の研究テーマの観点からも杭州は興味深い地域である。

2010年から研究室の研究環境も急速に近代化が進んだ。高額な
最先端の機器が各研究分野毎に揃ってきた。食品科学分野を中心に、
学生の相互交流が盛んになり、共同研究成果が学術論文に反映され
てきた。米国、日本などから教員を招聘し、国際化を目指す教育交
流事業が盛んになっている。

農学部名誉教授 田村 啓敏

農学部

両大学院生による研究発表会風景

（食品及び生物工程学院にて）
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